9章補章 : 放射線被曝情報の誤解と混乱は、なぜ生じたか？ by 林 衛
 1 
2012年 12月水曜社刊行，日本科学技術ジャーナリスト会議編『4つの「原発事
故調」を比較・検証する̶̶福島原発事故 13のなぜ？』に掲載された原稿  
 





































































































2007 年 9 月号から 4 回連載）を参照しながら、1990 年までの勧告のなにが重
要な改善点だとされたのか、みていこう。 


















































































































































	 本書『4 つの「原発事故調」を比較・検証する』で再検証する 13 の疑問（予定目次） 
Q.00福島第１原発事故の全体像・推移と 4事故調 
Q.01 地震か津波か？ なぜ直接的な原因が不明なのか？ 
Q.02 ベントは、なぜ遅れたのか？ 















報道関係者各位                              2011 年 11 月 19 日 
プレスリリース                               株式会社  水曜社                                    
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
『4 つの「原発事故調」を比較・検証する』 発売のお知らせ 
株式会社水曜社(所在地：東京都新宿区)は、 
新刊『4 つの「原発事故調」を比較・検証する 福島原発事故 13 のなぜ？』を 





















は正会員約 250 名、賛助会員 14 団体。 
■ 執筆者：柴田鉄治(元朝日新聞科学部長) /横山裕道(淑徳大学客員教授) /堤佳辰(元日本経済 
新聞論説委員) /高木靭生(元日経サイエンス編集長) /荒川文生(地球技術研究所) /桶田敦(TBS
テレビ報道局次長) /林 衛(富山大学人間発達科学部准教授) /林勝彦(元NHKプロデューサー)/小
出五郎(元 NHK 解説委員) 
■書籍情報：B5 判／並製／152 頁予定／1,680 円（税込）2012 年 12 月 10 日発売 
詳しい内容は Web サイトをご参照下さい。    
http://www.bookdom.net/suiyosha/1300shakai/1351jikocho.html 
■発売：株式会社水曜社 東京都新宿区 1-14-12 URL：http://www.bookdom.net/suiyosha/ 
【本件に関するお問い合わせ先】担当者：佐藤政実（さとうまさみ） 








4月 10日	 久住静代委員、臨時会議で「（1年間で）100mSv以下では心配ない」 
4月 11日	 安全委、記者ブリーフィングで「100mSv/年以下では健康への影響
はない」との文書配付 
4月 19日	 文科省、児童・生徒の被曝量を年間 20mSvまでとする暫定基準発
表 




5月 6日	 安全委事務局、統合会見で年間 100mSv以下でも健康への影響があ
ることを認める 
5月 16日	 安全委事務局、久住委員が 4月 10日の発言を訂正したことを統合
会見で報告 
5月 20日	 安全委事務局、文書「低線量放射線の健康影響」について公開 
5月 26日	 日隅一雄氏の指摘を受け、安全委は同文書を訂正 
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